
れ
た
（
以
下
、
作
者
名
五
十
音
順
）。

・
金
田
光
世
『
遠
浅
の
空
』（
青
磁
社
）

石
の
こ
と
を
忘
れ
る
あ
ひ
だ
過
ぎ
て

ゆ
く
時
間
が
石
に
与
へ
る
浮
力

雲
と
雲
の
呼
び
合
つ
て
ゐ
る
静
け
さ

に
桜
か
た
ち
を
崩
し
つ
つ
咲
く

　
自
然
界
の
事
物
を
通
し
て
、
生
の
浮

遊
感
を
捉
え
、
独
特
の
美
が
生
ま
れ
て

い
る
。
空
想
的
な
歌
も
、
他
の
人
に
は

知
覚
で
き
な
い
世
界
の
理
を
描
い
て
い

る
よ
う
で
、
説
得
力
が
あ
る
。

　
内
向
き
す
ぎ
る
、
と
り
と
め
の
な
い

印
象
を
受
け
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

・
斎
藤
美
衣『
世
界
を
信
じ
る
』（
典
々
堂
）

修
理
さ
れ
る
た
め
に
届
き
し
抱
つ
子

紐　

よ
そ
の
暮
ら
し
の
に
ほ
ひ
を
さ

せ
て

ぬ
い
ぐ
る
み
型
の
爆
弾
あ
る
と
い
ふ�

　

人
は
抱
く
も
の
、
抱
き
し
め
る
も

の
　
抱
っ
子
紐
を
作
る
会
社
の
社
長
と
い

う
立
場
か
ら
、
育
児
の
現
実
、
男
性
社

会
、
海
外
の
戦
争
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

主
題
を
歌
い
、
切
迫
感
が
あ
る
。
少
女

期
の
闘
病
の
歌
に
胸
を
打
た
れ
る
。

　
実
人
生
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
表

現
の
新
し
さ
の
上
で
は
物
足
り
な
い
と

い
う
声
も
あ
っ
た
。

・�

久
永
草
太
『
命
の
部
首
』（
本
阿
弥

　
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
協
会
員
以
外
の

第
一
歌
集
か
ら
、
特
に
優
れ
た
も
の
を

推
薦
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
今
年
の

初
め
に
行
い
、
二
〇
一
票
（
内
無
効
票

七
票
）
が
投
じ
ら
れ
、
六
十
一
冊
に
票

が
入
っ
た
。
選
考
委
員
七
名
（
石
川
美

南
・
内
山
晶
太
・
梅
内
美
華
子
・
春
日

い
づ
み
・
駒
田
晶
子
・
中
沢
直
人
・
吉

川
宏
志
）
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参

考
に
し
つ
つ
、
候
補
に
残
す
べ
き
歌
集

を
五
冊
ず
つ
推
薦
し
た
。
十
一
冊
が
上

が
っ
た
が
、
四
票
以
上
入
っ
た
五
冊
を

最
終
候
補
と
す
る
こ
と
を
、
選
考
委
員

全
員
の
賛
成
で
決
定
し
た
。
な
お
、
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
十
票
以
上
獲
得
し
た

作
品
は
、
す
べ
て
最
終
候
補
に
残
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
五
冊
に
つ
い
て
、
四
月
十
日

（
木
）
の
午
後
四
時
か
ら
六
時
ま
で
、

東
京
・
喜
山
倶
楽
部
に
お
い
て
、
選
考

委
員
七
名
に
よ
る
真
摯
な
討
議
が
行
わ

書
店
）

そ
り
ゃ
そ
う
さ
口
が
命
の
部
首
だ
か

ら
食
べ
て
ゆ
く
他
な
い
ん
だ
今
日
も

採
算
と
命
の
値
段
の
く
ら
き
溝　

鶏

の
治
療
は
つ
い
ぞ
習
わ
ず

　
獣
医
師
の
仕
事
を
主
な
題
材
と
し
つ

つ
、
命
の
価
値
や
人
間
中
心
主
義
に
つ

い
て
、
独
自
の
視
点
か
ら
切
り
込
ん
で

い
る
。
機
知
的
な
表
現
も
多
い
が
、
動

物
の
命
に
触
れ
て
い
る
身
体
感
覚
が
あ

り
、言
葉
に
温
も
り
と
新
鮮
さ
が
あ
る
。

　
擬
人
化
し
た
表
現
が
や
や
多
す
ぎ
る

と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
。

・
堀
静
香
『
み
じ
か
い
曲
』（
左
右
社
）

い
い
人
と
結
婚
し
た
ね
と
言
わ
れ
て

も
へ
ん
な
真
顔
を
つ
ら
ぬ
き
通
す

抱
き
合
う
と
き
の
胴
の
分
厚
さ
出
会

う
前
か
ら
あ
な
た
は
あ
な
た
の
身
体

だ
っ
た
こ
と

　
飄
々
と
し
た
ユ
ー
モ
ア
や
、
不
思
議

な
リ
ズ
ム
感
が
あ
る
。
現
代
的
な
口
語

の
歌
で
、
一
見
軽
い
感
じ
も
す
る
が
、

愛
す
る
人
た
ち
を
失
い
た
く
な
い
不
安

感
や
、
自
分
が
生
き
る
町
に
対
す
る
柔

ら
か
な
愛
着
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

・
丸
地
卓
也『
フ
イ
ル
ム
』（
角
川
書
店
）

永
遠
に
上
り
つ
づ
け
る
階
段
の
だ
ま

し
絵
の
な
か
の
勤
め
人
た
ち

名
を
抜
か
れ
症
例
に
な
る
患
者
お
り

故
郷
の
海
は
わ
れ
し
か
知
ら
ず

　
医
療
の
仕
事
に
従
事
し
、
患
者
の
個

人
情
報
の
問
題
や
、
現
代
社
会
の
徒
労

感
な
ど
を
、
理
知
的
な
表
現
で
歌
っ
て

い
る
。
文
体
に
や
や
硬
さ
が
あ
る
が
、

事
象
か
ら
冷
静
に
距
離
を
取
り
、
達
観

し
た
か
の
よ
う
に
歌
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
強
か
な
個
性
が
存
在
し
て
い
る
。

　
最
終
決
定
の
議
論
で
は
、
過
半
数
の

選
考
委
員
が
『
命
の
部
首
』
を
一
位
に

推
し
た
。
し
か
し
、
複
数
の
選
考
委
員

か
ら
、『
命
の
部
首
』
の
歌
が
分
か
り

易
す
ぎ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
明
解

で
は
な
い
け
れ
ど
も
『
遠
浅
の
空
』
の

純
粋
な
詩
性
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う

意
見
の
表
明
が
あ
っ
た
。
主
題
性
ば
か

り
が
選
考
の
基
準
に
な
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
主
張
と
い
え
よ
う
。

　『
遠
浅
の
空
』
は
、
批
評
の
言
葉
が

ま
だ
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
生
の
不
気
味
さ
や
不
安
感
を
漂
わ

せ
た
歌
も
あ
る
。
今
後
、
さ
ら
に
批
評

さ
れ
る
こ
と
で
、
魅
力
が
深
く
論
じ
ら

れ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
対
照
的
な
二
作
品
で
あ
り
、
両
者
を

顕
彰
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
、全
員
の
選
考
委
員
が
認
め
た
の
で
、

同
時
受
賞
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

第
69
回
現
代
歌
人
協
会
賞
選
考
経
過

吉
川
宏
志

第
69
回
現
代
歌
人
協
会
賞

歌
集
『
遠
浅
の
空
』

金
田
光
世
（
か
ね
た
・
み
つ
よ
）

２
０
２
４
年
４
月
29
日
（
青
磁
社
）

【
略
歴
】
１
９
８
１
年
、
静
岡
県
浜
松
市
生
ま

れ
。「
塔
」
所
属
。
第
12
回
塔
短
歌
会
賞
受
賞
。

歌
集
『�
命
の
部
首
』

久
永
草
太
（
ひ
さ
な
が
・
そ
う
た
）

２
０
２
４
年
９
月
24
日
（
本
阿
弥
書
店
）

【
略
歴
】
１
９
９
８
年
、
宮
崎
県
宮
崎
市
生
ま

れ
。
竹
柏
会
「
心
の
花
」
所
属
。
第
34
回
歌

壇
賞
・
第
23
回
心
の
花
賞
。
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